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An Enquiry into the Ideology of Samathuvapuram in the Promotion of  
Social Harmony in the Multi-caste Indian Society: 






















































1） Jothi Sivagnanam K. and Sivaraj M., 2007年 5月 21日 , “Tamil Nadu: Samathuvapuram: Towards Spatial Equality,” 
Munich Personal RePEc Archive, MPRA Paper No. 3205, p. 3990（Munich Personal RePEc Archive, http://mpra.
ub.uni-muenchen.de/3205（2019年 1月 18日取得）。
2） 「サマトゥアプラム」は以下，「平等村」とする。
3） Jothi Sivagnanam K. and Sivaraj M., p. 3991.
4） A. L. Basham, 1959, The Wonder that was India: A Survey of the Culture of the Indian Sub-continent before the coming 
of the Muslims, New York: Grove Press, p. 395.
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Independent day（独立記念日） 8 12.5
Ramzan（ラマダン） 1 1.6
Marriage（結婚式） 28 43.8






New Year（お正月） 2 3.2
Karthigai Deebam（光の祭り） 2 3.2
























































































14）All India Anna Dravida Munnetra Kazhagam（All India Dravidian Progressive Party―全インド・アンナ―・ドラー
ヴィダ進歩党）。




































































17）The couples on the run for love in India, BBC News, 13 April 2019（BBC News, https://www.bbc.com/news/world-
asia-india―47823588（2020年 12月 28日取得）。
異カースト結婚の奨励
奨励する 回答数 ％
常に 20 31.3
たいてい 29 45.3
あまりしない 10 15.6
全くしない 5 7.8
計 64 100.0
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結論
　平等村の住宅制度設立の目的はインド社会の異なるカースト身分の人々の間に昔から存在する根
の深い空間的不平等を解消することであった。その他の理由は，1990年代のタミール州の南部に
おける二つのカーストコミュニティ間の暴動を鎮静化させることであった。ベンガラプラム平等村
におけるフィールドワーク調査は平等村の設立から 20年の間にどの程度その目的が達成されてい
るかを評価することを目指した。
　本研究により平等村のほとんどの住民は平等村のイデオロギーと目的を理解し，互いに差別や衝
突をすることなく，平和と調和を維持しながら暮らそうと努めていることが明らかになった。住民
は自身が属するカースト身分に関係なく言論の自由を享受し，互いに友好関係を保っている。また，
平等村の共通テーマや議題についても互いに話し合い協力している。そしてほとんどの平等村の住
民が自分と異なるカースト身分の慶事や弔事の両方に参列していることも調査からわかった。
　ベンガラプラム平等村はインドの伝統的な村ではまず目にすることができない，注目すべき主な
二つの理由から平等村の目的を達成したと言える。一つは異カースト結婚である。平等村には伝統
的な村では非常に難しいとされる異カースト結婚をした二組の夫婦がいる。この夫婦は平等村の住
民から差別されることなくよく受け入れられている。そして，もう一つの理由は，住民のほとんど
が埋葬や火葬のために同じカーストの集まる出身地へ行くことなく，平等村の共同の火葬場を利用
していることである。このことは異カースト間における空間的平等への大きな一歩と言える。全般
的に，現地フィールド調査により平等村の目的はかなり実現されていることが示された。
　一方で，まだ平等村の住民の共同生活を改善するために考えるべき様々な課題があることも調査
から明らかになった。住民が平等村に住む最も大きな理由は，異なるカースト身分の人々が同じ空
間を共有しながら平等と調和を促進していくという意欲よりも彼らの経済的な貧困にある。住民の
間には異なるカースト身分の人々を心から受け入れ，尊重することは不本意だという考えもまだ存
在している。また半分近くの住民は，もし出身地の伝統的な村に住む機会が得られれば，平等村
から移動したいという意志があることもフィールドワーク調査からわかった。住民は平等村で異な
るカースト身分の人々と共に暮らすことに慣れている一方，伝統的な自分達の村に移りたいと強く
願っていることがわかった。彼らは自分達の伝統的な村でカーストのアイデンティティと親近感を
共有し，自信や居心地の良さを感じながら同じカースト身分の人と生活することを望んでいるので
ある。また，人々は平等村において文化的，宗教的な祝祭を行ってはいるが，ほとんどの人は結婚
式など家族のお祝いを故郷で行いたいと考えている。理由の一つは，平等村より故郷の方が同じカー
スト身分の親戚の積極的な支援や参加が得られやすいからであろう。そして，平等村の住民は平等
村の共通のテーマや議題について互いに協力し解決を目指しているものの，経済やビジネスに関し
ては異なるカースト身分の住民との協力関係があまり見られない。
　以上のように，このフィールドワーク調査からベンガラプラム平等村の住民は公共設備を共有
しながら，異なるカースト身分の住民と衝突や差別をすることなく，平和的に暮らすことを学んで
いることが明らかになった。しかし，一方で彼らはまだ他のカースト身分の家族の行事やお祝い
への積極的な協力とサポート，そしてビジネスにおける信頼と協力を築くまでには至っていない。
それはつまり，ベンガラプラム平等村の人々は異なるカースト身分の人々との受動的ハーモニー
（passive harmony）を達成することはできたが，一方で能動的ハーモニー（active harmony）を促
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進していかなければならないであろう。それは平等村の異なるカースト身分の住民が一人一人の幸
せな生活のために，より積極的に支援し協力し合うことで達成できるであろう。
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